
和気っ子のくらし 

松山市立和気小学校 

（校内のくらし） 

 ○ 
と う げ こ う

登下校について 

    ・ 
しゅうごう

集 合
じ こ く

時刻を
まも

守り、
しゅうだん

集 団
とうこう

登校で７時
じ

３０分
ぷん

～７
じ

時５０
ぷん

分の間
あいだ

に
とうこう

登校する。 

    ・ 
き い ろ

黄色い
ぼ う し

帽子を着用
ちゃくよう

し、通学
つうがくろ

路を
とお

通って、
あんぜん

安全に
と う げ こ う

登下校をする。 

    ・ 
こうがくねん

高学年の
ひと

人は、
ていがくねん

低学年の
ひと

人が
あんぜん

安全に
とうこう

登校できる
  き

よう気を
くば

配る。 

    ・ 
ていがくねん

低学年の
ひと

人は、
かんしゃ

感謝の
き も

気持ちを持
も

ち、
じょうきゅうせい

上 級 生の
し じ

指示を
まも

守る。 

  ・ 体調
たいちょう

不良
ふりょう

等
など

で送迎
そうげい

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、北駐車場
きたちゅうしゃじょう

(プール横
よこ

)か南駐 車場
みなみちゅうしゃじょう

(調理場
ちょうりじょう

跡地
あ と ち

)で乗降
じょうこう

する。 

  ○ あいさつについて 

    ・ 
せんせい

先生、
ともだち

友達、
ち

地
いき

域の
ひと

人、来校された方に、
じ ぶ ん

自分から
すす

進んで気持
き も

ちのよいあいさつやえしゃくをする。 

  ○ 
がくしゅう

学 習について 

    ・ 
やす

休み
じ か ん

時間に、
つぎ

次の
じ か ん

時間の
がくしゅう

学 習の
よ う い

用意をする。（
ひつよう

必要ない
もの

物は
つくえ

机 の
うえ

上に
だ

出さない。） 

    ・ 
ただ

正しい
し せ い

姿勢で
がくしゅう

学 習をする。 

    ・  
せんせい

先生や
ともだち

友達の
はなし

話 を
さ い ご

最後までしっかり
き

聞き、よく
かんが

考 える。また、
じ ぶ ん

自分の
い け ん

意見を
すす

進んで
はっぴょう

発 表する。 

 ○ タブレット端末について 

・ 貸し出し
か  だ  

ているタブレット端末
たんまつ

は、校内外
こうないがい

を問
と

わず、学習
がくしゅう

に関
かん

すること以外
い が い

に使用
し よ う

しない。 

  ・ 学校
がっこう

が許可
き ょ か

したアプリ以外
い が い

は使用
し よ う

しない。 

  ・ 学校
がっこう

では、教員
きょういん

の許可
き ょ か

が無
な

い時
とき

には使用
し よ う

しない。 

  ・ 故障
こしょう

、不具合
ふ ぐ あ い

があった場合
ば あ い

には、速
すみ

やかに連絡
れんらく

をする。 

 ○ 
ふくそう

服装や
も  も の

持ち物について 

    ・ 
ふくそう

服装は、
がくしゆう

学 習にふさわしいもの、華美
か び

でないものにする。 

  ・ 
も   も の

持ち物には、
がくねん

学年、
くみ

組、
な ま え

名前を
か

書き、
たいせつ

大切に
つか

使う。 

    ・ 
がくしゆう

学 習に
ふ よ う

不要なお
かね

金や
しなもの

品物、無
な

くなって困
こま

る物
もの

は、
がっこう

学校へ
も

持ってこない。 

（例：ランドセルや筆箱にキーホルダーなどを付
つ

けない） 

・ 原則
げんそく

、学用品
がくようひん

の貸
か

し借
か

りはしない。必要
ひつよう

なものを忘
わす

れた場合
ば あ い

は、担任
たんにん

に申
もう

し出
で

る。 

    ・ シャープペンシルは、
つか

使わない。（
こうがい

校外
がくしゅう

学 習
じ

時は
か

可） 

    ・ 
な ふ だ

名札を
むなもと

胸元につけ、ハンカチ、ティッシュを
も

持ってくる。 

    ・ 
つくえ

机 の
なか

中やロッカーは、いつも
せい

整とんしておく。 

 ○ 
やす

休み
じかん

時間について 

    ・ 
こうない

校内の
あそ

遊んでよい
ば し ょ

場所を
かくにん

確認し、
うんどうじょう

運動場や
わ け

和気っ
こ

子ランド、
たいいくかん

体育館などを
ただ

正しく
つか

使う。 

    ・  
つか

使った
ど う ぐ

道具は、きちんと
もと

元の
ば し ょ

場所に
かえ

返す。（ボールなど） 

    ・ 
ろ う か

廊下や
かいだん

階段は、
みぎがわ

右側を
しず

静かに
ある

歩く。 

 ○ 
きゅうしょく

給 食について 

   ・ 
しょくじ

食事の
まえ

前は、
かなら

必 ずきれいに
て

手を
あら

洗い、消毒
しょうどく

をする。 

    ・ 
きゅうしょくとうばん

給食当番は、
き

決められた
け い ろ

経路を
しず

静かに
ある

歩く。 

    ・ 
み   ま わ

身の回りを
せいけつ

清潔にして、テーブルクロスをかけ、マスクをして、
しず

静
    すわ

かに座って
ま

待つ。 

    ・ 「いただきます」「ごちそうさま」を
こころ

心 を
こ

込めて
い

言う。 

    ・ マナーを
まも

守って、
す   き ら

好き嫌いなく
た

食べる。 

    ・  食
た

べ終
お

わった人から各自
か く じ

でしっかり
は

歯みがきをする。 

 ○ 
せいそう

清掃について 

    ・ 「いつも だまって いっしょうけんめい」のめあてを
まも

守って、
そ う じ

掃除をする。 

    ・ 
おんがく

音楽の
あ い ず

合図で、
そ う じ

掃除
ば し ょ

場所に
い ど う

移動し、すぐに掃除
そ う じ

を始
はじ

める。 

    ・ 
そ う じ

掃除
よ う ぐ

用具を
ただ

正しく
つか

使う。 

    ・ よごれているところを見
み

付
つ

け、
さ い ご

最後までいっしょうけんめい
そ う じ

掃除をする。 

    ・ 
おんがく

音楽が
な

鳴るまで
そ う じ

掃除をし、
あ と し ま つ

後始末をきちんとして、
はんせい

反省
かい

会をする。  



（校外のくらし） 

 ○ 
がいしゅつ

外 出や
あ そ び

遊びについて 

  ・ 
よ て い

予定の
き た く

帰宅
じ こ く

時刻を
まも

守る。（４
がつ

月～９
がつ

月－
ご ご

午後６
じ

時、１０
がつ

月～３
がつ

月－
ご ご

午後５
じ

時） 

  ・ 留守
る す

家庭
か て い

の
ともだち

友達の
いえ

家に
あそ

遊びに
い

行かない。また、友達
ともだち

の家
いえ

に遊
あそ

びに行
い

く時
とき

には、相手
あ い て

の家
いえ

の人
ひと

の許可
き ょ か

を

得
え

てから行
い

く。 

  ・ 
よ う じ

用事もないのに、お
みせ

店に
い

行かない。 

  ・ 
し

知らない
ひと

人に
さそ

誘われても、
ぜったい

絶対について行
い

かない。 

  ・ 
こ う く

校区
がい

外へは、
いえ

家の
ひと

人といっしょに
い

行く。 

  ・ ゲームセンターやカラオケに、
こ

子どもだけで
い

行かない。 

  ・ 
ひ あ そ

火遊びは、
ぜったい

絶対にしない。 

  ・ モデルガン・
く う き

空気じゅう・ガスじゅう・
か や く

火薬
るい

類など
き け ん

危険の
ともな

伴 うものは、
も

持たない。 

  ・ 
あかはた

赤旗
せ っ ち

設置
ば し ょ

場所で
あそ

遊んだり、
こ

子どもだけで
つ

釣りに
い

行ったりしない。 

  ・ 
ひ と め

人目につかない
ば し ょ

場所で
あそ

遊ばない。 

  ・ 
ふ よ う

不要なお
かね

金や
しなもの

品物、無
な

くなったら困
こま

る物
もの

は、
も   ある

持ち歩かない。 

  ・ 
もの

物の
か  か

貸し借り、
う  か

売り買いはしない。（ゲームやカードなど） 

  ・ 
こうえん

公園での
あそ

遊び
かた

方のルールを
まも

守る。 

  ・ 
ど う ろ

道路や
こうえん

公園に
 か し

お菓子などのごみを
す

捨てない。 

  ・ オンラインゲームやＳＮＳは、家
いえ

の人
ひと

とルールを作
つく

り、相手
あ い て

や自分
じ ぶ ん

を傷
きず

つけない。 

 ○ 
こうつうあんぜん

交通安全について 

  ・ 
ほ ど う

歩道があるところは、
ほ ど う

歩道を
ある

歩く。 

  ・ 
ほ ど う

歩道がないところは、
はくせん

白線
ない

内を
ある

歩く。 

  ・ 
みぎがわ

右側を
ある

歩き、
みち

道いっぱいに
ひろ

広がらない。 

  ・ 
みち

道を
わた

渡るときは、
さ ゆ う

左右を
かくにん

確認し、
て

手を
あ

挙げて
わた

渡る。 

  ・ 
しんごう

信号は、
あお

青になってから
わた

渡る。（
てん

点めつし
はじ

始めたら、
わた

渡らない。） 

・ 
じ て ん し ゃ

自転車は、きまりを
まも

守って、
あんぜん

安全に
の

乗る。（ヘルメットをかぶる。） 

  ・ 
ふ た り

二人
の

乗りや飛び出
と  だ

しはしない。 

  ・ 
た に ん

他人の
めいわく

迷惑になるような
じ て ん し ゃ

自転車の
お   か た

置き方をしない。 

 ○ あいさつ・言葉遣
ことばづか

いについて 

  ・ 
あ い て

相手の
き も

気持ちを
かんが

考 えた
こ と ば

言葉
づか

遣いをする。 

・ 
か ぞ く

家族や
ち い き

地域の
ひと

人に、
き も

気持ちのよいあいさつをする。 

  ・ 
こうつう

交通
し ど う

指導の
ひと

人や
と

止まってくれた
くるま

車 に、お
れい

礼を
い

言う。 

  ・ 
め う え

目上の
ひと

人に、
ていねい

丁寧な
こ と ば

言葉
づか

遣いをする。 

 ○ 
がくしゅう

学 習・
じゅんび

準備について 

  ・ 
ぜんじつ

前日に、
つぎ

次の
ひ

日の
がくしゅう

学 習の
よ う い

用意をする。 

  ・ 
しゅくだい

宿 題は
かなら

必 ずして、
じ し ゅ

自主
べんきょう

勉 強も
すす

進んでする。 

  ・  
うわぐつ

上靴・
きゅうしょく

給 食セットなどを
しゅうまつ

週 末に
も

持って
かえ

帰り、
あら

洗って
しゅう

週
はじ

始めに
も

持ってくる。 

 ○ 
ふしんしゃたいさく

不審者対策について 

  ・ 
おおごえ

大声を
だ

出したり、
ちか

近くの
み ん か

民家、まもるくんの
いえ

家に
たす

助けを
もと

求めたりする。 

  ・  
ふくすう

複数で
こうどう

行動をする。 

  ・ 
ふ し ん し ゃ

不審者が
で

出てすぐの
とき

時は、ただちに１１０
ばん

番をし、その後
ご

、
がっこう

学校に
れんらく

連絡をする。 

  ・ 
ふ し ん し ゃ

不審者が
で

出て
じ か ん

時間がたっているときは、
まつやま

松山
にしけいさつしょ

西警察署（９５２－０１１０）か
ちゅうざいしょ

駐在所（９７９－ 

   ３９１８）に
れんらく

連絡をし、その後
ご

、
がっこう

学校にも
れんらく

連絡をする。 

 


